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。
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は
そ
の
講
演
を
多
少
參
考
に
し
て
居
ら
れ
る
や

う
だ
。
け
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私
の
感
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の
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な
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物
の
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へ
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や
感
じ
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髄
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ど
う
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私
の
父
と
同
質

の
も
の
'
Ａ
や
う
に
思
へ
て
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
本
書
中
｀
の
力
作
で
あ
る

　

「
倭
寇
の
本
質
と
日
本
の
南
進
」
な
ど
が
特
に
そ
の
感
が
私
に
は
張
い
。
。

私
の
父
の
「
支
那
論
」
を
讃
ま
れ
北
人
は
こ
れ
が
必
し
も
私
の
自
家
宣
傅

ば
か
ｈ
’
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は
な
い
こ
と
を
少
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は
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っ
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け
る
と
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も
れ
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寇
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話
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こ
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書
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ヽ
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だ
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上
に
ふ
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ｔ
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倭
寇
の
本
質
と
日
本
の
南
漁
」
と
。
「
江
戸
時
代
に
於
け

‐
る
支
那
趣
味
」
と
・
「
支
那
の
開
國
ど
日
本
」
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、
那
的
雖
制
と
白
本
的
健

制
）
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一
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篇
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め
け
て
見
る
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上
等
の
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廿
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「
支
那
必
開
國
と
日
本
」
に
し
て
も
い
さ
／
I
か
時
局
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ｊ
ｉ
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に
な
つ
て
ゐ
る
。

て
寫
翼
も
か
な
り
人
つ
て
。
ゐ
る
ヽ
齢
す
る
に
今
日
と
し
て
は
ま
る
で
ほ
ん

　
　

だ
が
舞
論
は
私
に
は
用
は
な
い
。
今
日
我
國
に
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け
る
＆
ら
ゆ
る
議
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の

も
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Ｏ
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』
査
史
研
査
」
は
本
文
四
古
○
頁
・
降
版
ア

ー
ト
紙
一
〇
。
五
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↓
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色
震
四
葉
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豊
裁
か
な
み
て
今
日
の
早
行
本

と
し
て
す
こ
ぷ
る
恵
ま
れ
記
叫
贋
で
あ
る
。

　

こ
の
嗜
物
は
十
一
の
論
文
か
ら
成
っ
て
ゐ
て
、
大
健
、
支
那
檜
誉
史
を

古
代
か
ら
近
世
ま
M
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し
っ
■
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時
代
登
包
っ
て
叙
逍
を
す
よ

裁
で
あ
る
や
う
に
思
ぼ
邨
ｔ
し
か
し
著
者
は
本
書
を
支
貳
檜
査
奥
か
ｂ

と
呼
ば
す
、
支
那
檜
憲
史
研
究
と
呼
ん
で
＆
る
の
で
、
蹟
者
ば
ま
づ
本
書

に
概
況
以
上
の
細
部
的
―
貧
や
又
は
批
判
的
な
言
泥
の
多
気
に
包
敲
サ

ら
れ
て
あ
る
こ
と
を
猿
想
し
て
ま
い
。
』
者
者
は
「
序
に
。
代
へ
て
」
の
な
か

で
彼
の
意
鵬
す
t
Ｏ
ｉ
ｅ
の
を
次
の
‘
ご
と
く
逞
べ
て
ゐ
る
。
。

　

’
「
此
の
研
究
に
李
を
染
め
て
以
東
早
く
も
二
十
年
貼
莽
り
袁
一
月
が
夢
の

や
う
・
に
洸
。
れ
た
。
…
ｆ
‘
・
・
・
支
那
査
と
‘
日
本
蜜
と
の
史
的
開
併
は
密
接
で
あ

り
、
’
そ
の
一
秀
ぶ
決
し
五
方
的
ｔ
な
り
得
な
い
ｏ
本
書
は
元
乖
私
の
大

和
給
史
研
究
か
そ
ゐ
端
績
で
り
大
和
檜
研
究
が
進
む
に
’
つ
れ
て
刮
然
と
し
・

て
開
け
紅
の
が
支
那
憲
の
世
界
な
の
で
あ
っ
北
。
…
…
新
し
い
立
脚
地
、

新
し
い
方
法
嫁
以
そ
の
間
に
夭
第
に
ま
と
ま
っ
て
末
た
。
廻
心
道
を
恥
仁

り
、
退
い
て
み
た
り
、
や
ｈ
ふ

れ
ら
は
し
ば
し
ば
此
の
學
問
が
蕎
す
ぎ
る
た
め
Ｊ
も
あ
っ
七
と
■
＾
■
^
｡
ｔ
＆
。
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こ
の
や
う
に
し
～
そ
の
’
本
流
を
究
め
、
本
質
を
眼
ら
か
仁
し
、
新
し
い
髄

系
を
樹
立
す
る
に
意
を
そ
ｔ
か
だ
Ｊ
～
古
代
人
の
心
に
立
返
っ
て
こ
れ
を
見

直
す
ヽ
づ
考
斟
す
事
ば
Ｉ
然
な
態
庫
で
あ
り
な
が
ら
怠
石
れ
勝
１
で
か
ｎ
廣
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